
社内の貴金属基礎技術を
核として、歯科用貴金属

合金、歯科用材料と事業領域を拡大。ユーザー
との関係構築、産学官連携及び博士号取得者に
よる開発力などを強みにしながら、歯科材料分
野のトップメーカーとなる。更なる輸出先及び
輸出製品の拡大だけでなく、貴金属合金の技術
を活かして電子部品や先端技術材料分野への展
開を目指す。

歯科治療の現場では、近年の貴金属の高騰や
金属アレルギー等の問題により、貴金属合金（銀
歯）の代替材料が求められていました。
長年、歯科材料を取り扱ってきた ㈱

は、陶材焼付用貴金属合金において長年高いシ
ェアを誇っていましたが（国内シェア１位
（ から 年度実績）歯科機器・用品年
鑑より）、世界で初めてフッ素徐放性を付与した高性能歯科材料の開発にも成功しました。「
ブロック２」は、 切削加工用のレジン材料であり、特許技術により高強度と耐久性を維持しなが
ら加工性を向上させるだけでなく、 技術の普及は、歯科技工士不足が大きな課題となる中で、労
働環境改善など社会問題の解決にもつながるものとして、期待できます。「フッ素徐放性を付与したＣＡＤ
ＣＡＭ用高性能歯科材料の開発」は「第７回ものづくり日本大賞 経済産業大臣 優秀賞」を受賞しました。

当社は、貴金属地金の販売業としてスタートしましたが、 年頃の金流通自由化による経営危機に直
面し、歯科用貴金属合金の研究開発と製造販売の事業領域に進出しました。しかし、海外製の歯科用貴金属
合金がすでに流通しており、後発の当社はディーラーに扱ってもらえず販売面で課題がありました。そこで、
ユーザーである歯科技工所に直接アプローチし、ユーザーから当社の製品をディーラーに指名してもらう、
プル戦略に活路を見出しました。ここで、ユーザーと顔が見える関係が構築され、クレームや要望などを開
発に直接反映できるようになりました。現在、当社には歯科技工士や歯科衛生士の資格取得者がおり、開発
時に実際の製品を使った感想を社内で得ることができるだけでなく、資格取得者がユーザーに製品の詳細情
報や使い方をアドバイスしながらニーズを把握するなど、社内・社外のコミュニケーションを取りながら開
発を促進するスキームが構築されています。
また、シェア拡大に伴い競合との差別化が必要になった際には、安全

性に関する情報が十分ではないことに着目しました。そこで製品の安全
性に関するエビデンスとして成分証明書「メタルカード」を添付したり、
高知大学医学部（歯科口腔外科学講座内に当社の「生体科学安全研究室」
を開設）との共同研究で「安全性レポート」を作成するなど、製品開発
だけでなく、安全性を確保する観点からも大学医学部と共同研究を行っ
ています。

◆ユーザーに技術的なアドバイスをしながらニーズを把握するスキーム、安全性は大学との共同研究
によって確立

現場のニーズ、研究開発を重視し「世界初フッ素徐放性を付
与したＣＡＤ ＣＡＭ用高性能歯科材料の開発」を実現

事業のポイント

◆世界初の 用高性能歯科材料の開発
株式会社 代表取締役社長山本 樹育

＜ 株式会社連絡先＞

【本 社】〒 大阪市天王寺区真田山町
【高知第一山南工場 〒 高知県香南市香我美町上分字大谷
及び第三山南工場】（第一） ： ／ ：

【高知第二山北工場】〒 高知県香南市香我美町山北
／ ：

成分証明書「メタルカード」
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●製品開発においては、大学等との産学連携を積極的に活用しており、
高知大学や高知工科大、四国及び高知県職業能力短期大学、高知県工
業技術センターをはじめ、全国の大学等とのネットワークがありま
す。高品質の製品化を行うために、全て自社での開発にこだわり、
名の社員のうち、 名が研究開発に携わっています（ 年 月
現在）。

● 年 月に徳島大学との共同研究からスタートした硬質レジン
「ルナウィング」は初めて自社開発した樹脂材料です。社内プロジェ
クトで進める際に外部から開発経験者を採用、リーダーに据えて開発
を進めました。薬事法（当時）承認も得ましたが、製品化直前の実用
化テストで物性が低く、計画見直しを迫られました。このとき、社内
の歯科技工士資格取得者が課題を洗い出し、一つずつ解決することで仕様決定に至りました。最後は人的資
源の集中と行政の補助金活用等で 年 月に事業化を実現しました。 年 月からはじまった北
海道医療大学との共同研究では、基礎研究成果と当社の技術・製品化ノウハウによって歯科治療に使う覆髄
材料（ セメント）を開発し、 年 月に上市しています。

●研究開発において大きな役割を担っているのが、社内の博士号取得者から構成される「ヤマキン博士会」
（ 年発足）です。現在、 名からなる様々な分野の博士号取得者がいますが、横串でコミュニケ―シ
ョンを取る体制が特長です。それがイノベーションを継続的に発生させる原動力であると考えます。また、
当社の研究者の業務内容を明確化するとともに、主任研究員など上級職の選任要件も明文化し、成長を促す
環境を構築しています。若手研究者が実績を積み、希望があれば博士課程進学の道もあり、高知工科大学の
社会人大学院を活用して、これまで修士 名以上、博士５名を輩出しています。ヤマキン博士会は歯科用

ハンドブックの他、安全性やリスク解説の専門書も発行しています。

●知的財産権への対応は、知財管理室が主体となって開発部門と有機的に連携しています。そのため、開発の
段階から特許戦略や意匠や商標関係の取得について検討できる体制ができています。また、それを海外にも
展開しています。主に防衛のために特許を取得してきましたが、当社の特許を使わせて欲しいとの依頼も少
しずつ増えており、今後はクロスライセンスなどの知財戦略も可能であると考えています。

● 用材料は歯科技工所で使われる
製品ですが、 システムは投資額
が大きく導入できる歯科技工所は多くあり
ません。また、 技術は普及し始め
たばかりで、詳しい方も多くないことから、
機械及びソフトウェアのメーカーと連携
し、最新情報を提供するため「歯科用

ハンドブック」を発行しています。 の説明、機械の特徴、採算が取れる生産数など、
歯科技工所向けの情報を織り込んでいます。ものづくりだけに終始するのではなく、セミナー開催や機械の
使い方実演動画の公開を通して の普及促進も図っており、こういった取組が、歯科技工所の業務
環境の改善や地域医療の存続につながるのではないかと考えています。

●今後は、貴金属合金の技術を活かして電子部品や先端技術材料分野への展開も進めていくのと同時に、歯科
材料は世界共通であるため、更なる輸出先及び輸出製品の拡大も目指しています（現在 か国へ輸出）。そ
のために、当社の歯科技工士を派遣するセミナーのワールドツアーも検討しているところです。また、歯科
技工所との関係構築と同様に歯科医院との関係も深めるため、歯科医院で使う製品開発や学会参加、専門書
による をしており、歯科医院向けの事業領域の拡大も進めています。

◆産学連携から生まれた高機能材料、研究開発を重視した人材育成

◆その他取組の特長、今後の展開など

歯科用硬質レジンの一例（ルナウィング）

歯科用貴金属合金の一例（パラゼット ）

（左） 用ハイブリッドレジン、（右） セメント
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